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(57)【要約】
【課題】画質を向上させ、液晶の均一な分布及び光漏れ
現象を防止することができるタッチセンサ一体型表示装
置を提供する。
【解決手段】互いに交差するように配列される複数のゲ
ートライン及び複数のデータラインと、複数のゲートラ
イン及びデータラインの交差によって定義される領域内
にそれぞれ配置される複数のピクセル電極と、それぞれ
がアクティブ領域で複数のピクセル電極のうち一部のピ
クセル電極と重なるように配置される複数の共通電極兼
用タッチ電極と、複数の共通電極兼用タッチ電極のそれ
ぞれに対応して配置された一部のピクセル電極と関連す
る第１データライン及び第２データラインのそれぞれの
少なくとも一側に前記第１データライン及び第２データ
ラインと並行するように配置されるルーティング配線と
、を含み、ルーティング配線は、共通電極兼用タッチ電
極に接続されることを特徴とする。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに交差するように配列される複数のゲートライン並びに第１データライン及び第２
データラインを含む複数のデータラインと、
　前記複数のゲートライン及び前記複数のデータラインの交差によって定義される領域内
にそれぞれ配置される複数のピクセル電極と、
　それぞれが前記複数のピクセル電極のうち一部のピクセル電極と重なるように配置され
る複数の共通電極兼用タッチ電極と、
　前記複数の共通電極兼用タッチ電極のそれぞれに対応して配置された前記一部のピクセ
ル電極と関連する前記第１データライン及び第２データラインのそれぞれの少なくとも一
側に、前記第１データライン及び第２データラインと並行するように配列されるルーティ
ング配線を含み、
　前記ルーティング配線は、前記共通電極兼用タッチ電極に接続されることを特徴とする
、タッチセンサ一体型表示装置。
【請求項２】
　前記ルーティング配線は、
　　前記第１データラインの一側に配置されるメインルーティング配線と、
　　前記第１データラインの他側に配置される第１補助ルーティング配線と、
　　前記第２データラインの両側にそれぞれ配置される第２補助ルーティング配線の対を
含むことを
特徴とする、請求項１に記載のタッチセンサ一体型表示装置。
【請求項３】
　前記メインルーティング配線は、前記共通電極兼用タッチ電極に直接接続され、
　前記第２補助ルーティング配線の対と前記第１補助ルーティング配線は、前記メインル
ーティング配線を介して前記共通電極兼用タッチ電極に接続されることを特徴とする、請
求項２に記載のタッチセンサ一体型表示装置。
【請求項４】
　前記メインルーティング配線、前記第２補助ルーティング配線の対、及び前記第１補助
ルーティング配線は、直接前記共通電極兼用タッチ電極に接続されることを特徴とする、
請求項２に記載のタッチセンサ一体型表示装置。
【請求項５】
　前記メインルーティング配線は、前記共通電極兼用タッチ電極に直接接続され、
　前記第２補助ルーティング配線の対と前記第１補助ルーティング配線の内の少なくとも
一つは、前記共通電極兼用タッチ電極に直接接続され、残りのルーティング配線は前記メ
インルーティング配線を介して前記共通電極兼用タッチ電極に接続されることを特徴とす
る、請求項２に記載のタッチセンサ一体型表示装置。
【請求項６】
　前記第２補助ルーティング配線の対と前記第１補助ルーティング配線は、前記共通電極
兼用タッチ電極に直接接続され、前記メインルーティング配線は、前記第２補助ルーティ
ング配線の対と前記第１補助ルーティング配線の少なくとも一つを介して前記共通電極兼
用タッチ電極に接続されることを特徴とする、請求項２に記載のタッチセンサ一体型表示
装置。
【請求項７】
　前記メインルーティング配線と、前記第１補助ルーティング配線は、少なくとも一つの
接続配線によって互いに接続され、
　前記第２補助ルーティング配線の対は、少なくとも一つの他の接続配線によって互いに
接続されることを特徴とする、請求項２乃至６の内のいずれか一項に記載のタッチセンサ
一体型表示装置。
【請求項８】
　前記複数のゲートラインと前記複数のデータラインの交差部に配置される複数の薄膜ト
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ランジスタをさらに含み、
　前記ピクセル電極は、第１基板上に配置される前記ゲートラインを被覆するゲート絶縁
膜上に配置され、前記薄膜トランジスタのドレイン電極に接続され、
　前記メインルーティング配線、前記第１補助ルーティング配線、及び前記第２補助ルー
ティング配線は、前記データラインと前記薄膜トランジスタとを被覆する第１パッシベー
ション膜上に配置され、
　前記共通電極兼用タッチ電極は、前記ルーティング配線を被覆する第２パッシベーショ
ン膜上に配置されることを特徴とする、請求項２乃至第７項の内のいずれか一項に記載の
タッチセンサ一体型表示装置。
【請求項９】
　前記メインルーティング配線は、前記第２パッシベーション膜に形成されたコンタクト
ホールを介して前記共通電極兼用タッチ電極に接続され、
　前記第１補助ルーティング配線及び前記第２補助ルーティング配線は、前記メインルー
ティング配線と直接接続されることを特徴とする、請求項３又は８に記載のタッチセンサ
一体型表示装置。
【請求項１０】
　前記第１基板と対向配置され、ブラックマトリックスと前記ブラックマトリックスによ
り区画されるカラーフィルタが配置される第２基板をさらに含み、
　前記ルーティング配線は、前記ブラックマトリックスの領域に対応するように配置され
ることを特徴とする、請求項８に記載のタッチセンサ一体型表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タッチセンサ一体型表示装置に関し、さらに詳細には、画質を向上させ、液
晶の均一な分布及び光もれ現象の防止を実現することができるタッチセンサ一体型表示装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、マルチメディア（multimedia）の発達とともに、これを適切に表示することがで
きる表示装置の必要性に応じて、大型化が可能で、価格が安く、高表示品質（動画表現力
、解像度、明るさ、コントラスト（contrast）、及び色再現力など）を有する平面型表示
装置（以下、単に「表示装置」と称する）の開発が進められている。これらの平面型表示
装置には、キーボード、マウス、トラックボール（Trackball）、ジョイスティック（Joy
stick）、デジタイザ（digitizer）などの様々な入力装置（Input Device）がユーザと表
示装置との間のインタフェースを構成するために使用されている。
【０００３】
　しかし、前述のような入力装置を使用することはその使い方を学ばなければならず、ま
た設置のための空間を占めるなどの不便があり、製品の完成度を高める点で難しい面があ
った。したがって、便利でありながらシンプルで誤操作を減少させることができる表示装
置用の入力装置への要求がますます増加している。このような要求に応じて、ユーザが表
示装置を見ながら手やペンなどで画面を直接タッチし、又は近接させて情報を入力すると
、それを認識することができるタッチセンサ（touch sensor）が提案されている。
【０００４】
　タッチセンサは操作が簡単であり、誤操作が少なく、別の入力機器を使用せずに入力が
可能であるだけでなく、ユーザが画面に表示される内容を介して迅速かつ容易に操作する
ことができる利便性のために、様々な表示装置に適用されている。
【０００５】
　前述した表示装置に使用されるタッチセンサは、その構造に応じて上板付着型（add-on
 type）と上板一体型（on-cell type）及び一体型（integrated typeまたはin-cell type
）に分けることができる。上板付着型は、表示装置とタッチセンサモジュールを個別に製
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造した後、表示装置の上板にタッチセンサモジュールを取り付ける方式である。上板一体
型は、表示装置の上部ガラス基板の表面にタッチセンサ素子を直接形成する方式である。
一体型は、表示装置内部にタッチセンサ素子を内蔵して、表示装置の薄型化を達成し、耐
久性を向上させることができる方式である。
【０００６】
　これらのうち、一体型タッチセンサは、表示装置の共通電極をタッチ電極として共用す
ることができるためその厚さを薄くすることができ、表示装置の内部にタッチ素子が形成
されることにより耐久性を向上させることもできる。
【０００７】
　したがって一体型タッチセンサは、耐久性を向上させ、薄型化が可能である点で、上板
付タッチセンサと、上板一体型タッチセンサの欠点を解決することができるため、特に注
目されている。このような一体型タッチセンサは、タッチされた部分を感知する方式に応
じて、光方式と静電容量方式に区分され、静電容量方式は、再度、自己静電容量方式（se
lf capacitance type）と相互静電容量方式（mutual capacitance type）に細分化される
。
【０００８】
　自己静電容量方式タッチセンサは、タッチ感知パネルのタッチ領域に複数の独立パター
ンを形成し、それぞれの独立パターンの静電容量の変化を測定して、タッチされたかどう
かを判断する方式である。相互静電容量方式タッチセンサは、タッチ感知パネルのタッチ
電極の形成領域にＸ軸電極ライン（例えば、駆動電極ライン）とＹ軸電極ライン（例えば
、センシング電極ライン）を互いに交差させてマトリックス（matrix）を形成し、Ｘ軸電
極ラインに駆動パルスを印加した後、Ｙ軸電極ラインを介してＸ軸電極ラインとＹ軸電極
ラインの交差点で定義されるセンシングノードに示される電圧の変化を感知して、タッチ
されたかどうかを判断する方式である。
【０００９】
　しかし、相互静電容量方式のタッチセンサにおいては、タッチ認識時に発生するＸ軸電
極ラインとＹ軸電極ラインの間の相互静電容量の大きさは非常に小さいが、表示装置を構
成するゲートラインとデータラインによりＸ軸電極ラインとＹ軸電極ラインに形成される
寄生容量（parasitic capacitance）は非常に大きいので、寄生容量によってタッチ位置
を正確に認識することが困難になる、という問題がある。
【００１０】
　また、相互静電容量方式のタッチセンサは、マルチタッチ認識のために、共通電極上に
タッチ駆動のための複数のタッチ駆動ラインとタッチセンシングのための複数のタッチセ
ンシングラインを形成しなければならないため、非常に複雑な配線構造を必要とする問題
点がある。
【００１１】
　自己静電容量方式のタッチセンサは、相互静電容量方式のタッチセンサに比べて簡単な
配線構造によりタッチ精度を高めることができるため、必要に応じて広く使用されている
。
【００１２】
　以下、図１乃至図４を参照して、従来の自己静電容量方式のタッチセンサ一体型液晶表
示装置（以下、「タッチセンサ一体型表示装置」と称する。）について説明する。図１は
、従来のタッチセンサ一体型表示装置の平面図であり、図２は図１に示された一部の領域
Ｒ１を示す平面図であり、図３は図２に示されたＩ－Ｉ’線に沿って取った断面図であり
、図４は、従来のタッチセンサ一体型表示装置において、タッチルーティング配線とゲー
トライン及びデータラインの間に形成される寄生容量によって共通電圧リップルが発生す
ることを示す波形図である。
【００１３】
　図１を参照すると、タッチセンサ一体型表示装置は、タッチ電極が形成され、データが
表示されるアクティブ領域（ＡＡ）と、アクティブ領域（ＡＡ）の外側に形成され、各種
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の配線とソース駆動タッチセンシングＩＣ１０が形成されるベゼル領域（ＢＡ）とを含む
。
【００１４】
　アクティブ領域（ＡＡ）は、互いに交差する第１方向（例えば、ｘ軸方向）及び第２方
向（例えば、Ｙ軸方向）に分割された複数のタッチ電極（Ｔｘ１１～Ｔｘ１４、Ｔｘ２１
～Ｔｘ２４、Ｔｘ３１～Ｔｘ３４、Ｔｘ４１～Ｔｘ４４、Ｔｘ５１～Ｔｘ５４）と、複数
のタッチ電極（Ｔｘ１１～Ｔｘ１４、Ｔｘ２１～Ｔｘ２４、Ｔｘ３１～Ｔｘ３４、Ｔｘ４
１～Ｔｘ４４、Ｔｘ５１～Ｔｘ５４）のそれぞれに接続され、第２方向に互いに並行する
ように配列される複数のタッチルーティング配線（ＴＷ１１～ＴＷ１４、ＴＷ２１～ＴＷ
２４、ＴＷ３１～ＴＷ３４、ＴＷ４１～ＴＷ４４、ＴＷ５１～ＴＷ５４）とを含む。
【００１５】
　アクティブ領域（ＡＡ）内の複数のタッチ電極（Ｔｘ１１～Ｔｘ１４、Ｔｘ２１～Ｔｘ
２４、Ｔｘ３１～Ｔｘ３４、Ｔｘ４１～Ｔｘ４４、Ｔｘ５１～Ｔｘ５４）は、表示装置の
共通電極を分割して形成されたもので、データを表示するディスプレイモードの駆動時に
は共通電極として動作し、タッチ位置を認識するタッチ駆動時にはタッチ電極として動作
する。
【００１６】
　ベゼル領域（ＢＡ）は、アクティブ領域（ＡＡ）の外側に形成され、ソース駆動タッチ
センシングＩＣ１０、並びに各種配線を含む。ソース駆動タッチセンシングＩＣ１０は、
ディスプレイモードとして駆動されているときには表示装置のゲートライン（図示せず）
に駆動電圧を供給し、データラインに表示データを供給し、タッチ電極（共通電極）に共
通電圧を供給する。ソース駆動タッチセンシングＩＣ１０はまた、タッチ駆動時にはタッ
チ電極にタッチ駆動電圧を供給し、タッチ前後のタッチ電極の静電容量の変化をスキャン
して、タッチが実行されたタッチ電極の位置を判定する。各種配線は、タッチ電極（Ｔｘ
１１～Ｔｘ１４、Ｔｘ２１～Ｔｘ２４、Ｔｘ３１～Ｔｘ３４、Ｔｘ４１～Ｔｘ４４、Ｔｘ
５１～Ｔｘ５４）に接続されるタッチルーティング配線（ＴＷ１１～ＴＷ１４、ＴＷ２１
～ＴＷ２４、ＴＷ３１～ＴＷ３４、ＴＷ４１～ＴＷ４４、ＴＷ５１～ＴＷ５４）、ソース
駆動タッチセンシングＩＣ１０に接続されるゲート配線（図示せず）、データ配線（図示
せず）を含む。
【００１７】
　図２及び図３を参照すると、従来のタッチセンサ一体型表示装置は、基板（ＳＵＢ）上
に形成される薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）と、薄膜トランジスタのドレイン電極（ＤＥ）
に接続されるピクセル電極（Ｐｘ）とピクセル電極と重なるように形成されて水平電界を
形成するタッチ電極（Ｔｘ１１）を含む。
【００１８】
　薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）は、基板（ＳＵＢ）上に形成されるゲートライン（ＧＬ）
から延長されるゲート電極（ＧＥ）と、ゲートライン（ＧＬ）及びゲート電極（ＧＥ）を
被覆するゲート絶縁膜（ＧＩ）上でゲート電極（ＧＥ）と一部が重なるように形成される
半導体アクティブ層（Ａ）と、半導体アクティブ層上に形成され、一定の間隔をおいて離
隔されたソース電極（ＳＥ）及びドレイン電極（ＤＥ）を含む。データライン（ＤＬ）は
、ドレイン電極（ＤＥ）と同じ層に形成される。
【００１９】
　ピクセル電極（Ｐｘ）は、ゲート絶縁膜（ＧＩ）とドレイン電極（ＤＥ）上に形成され
、ドレイン電極（ＤＥ）に直接接続される。
【００２０】
　データライン（ＤＬ）と、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）のソース電極（ＳＥ）及びドレ
イン電極（ＤＥ）と、ピクセル電極（Ｐｘ）は、第１パッシベーション膜（ＰＡＳ１）で
被覆される。第１パッシベーション膜（ＰＡＳ１）上にはデータライン（ＤＬ）と重なる
ようタッチルーティング配線（ＴＷ１１）が形成される。第１パッシベーション膜（ＰＡ
Ｓ１）上に形成されたタッチルーティング配線（ＴＷ１１）は、第２パッシベーション膜
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（ＰＡＳ２）で被覆される。
【００２１】
　第２パッシベーション膜（ＰＡＳ２）上にはタッチ電極（Ｔｘ１１）が形成される。タ
ッチ電極（Ｔｘ１１）は、ゲート絶縁膜（ＧＩ）上に形成されるピクセル電極（Ｐｘ）と
水平電界を形成するように複数のスリット（ＳＬ）を備える。
【００２２】
　前述した構造のタッチセンサ一体型表示装置において、指またはスタイラスペンのよう
な導電性金属が表示装置のアクティブ領域（ＡＡ）にタッチされる場合、タッチセンサ一
体型表示装置は、その接触位置に近接したタッチ電極の接触前後の静電容量の変化を認識
して、タッチ位置を感知することができる。つまり、アクティブ領域（ＡＡ）に形成され
たタッチ電極（Ｔｘ１１～Ｔｘ１４、Ｔｘ２１～Ｔｘ２４、Ｔｘ３１～Ｔｘ３４、Ｔｘ４
１～Ｔｘ４４、Ｔｘ５１～Ｔｘ５４）に駆動パルスを印加した後、タッチ電極（Ｔｘ１１
～Ｔｘ１４、Ｔｘ２１～Ｔｘ２４、Ｔｘ３１～Ｔｘ３４、Ｔｘ４１～Ｔｘ４４、Ｔｘ５１
～Ｔｘ５４）をセンシングして、タッチ電極それぞれのタッチ前後の自己静電容量の変化
を感知すると、タッチ位置を感知することができる。
【００２３】
　ところで、前述した従来のタッチセンサ一体型表示装置は、その大きさと解像度が増加
するにつれて、タッチルーティング配線とゲートライン及びデータラインの間の寄生容量
も同様に増加するようになる。この寄生容量は、図４に示すように、共通電圧にリップル
（ripple）を発生させ表示装置に表示される画像に異常を引き起こす。このようなリップ
ルを防止するために、共通電圧補償回路を設計することが考えられるが、その場合、ベゼ
ル領域が増加し、また共通電圧補償設計に伴う寄生容量が更に発生する、といる問題あっ
た。
【００２４】
　また、従来のタッチセンサ一体型表示装置においては、アクティブ領域に形成されるデ
ータラインとタッチルーティング配線の垂直積層構造によって、これらの形成されていな
い領域との間に比較的大きな段差（step coverage）が発生する。したがって、データラ
インとタッチルーティング配線が形成された領域に対応する領域では、少量の液晶が分布
され、これらの段差によって光漏れ現象が発生することある、という更なる問題点があっ
た。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２５】
　本発明の目的は、前述した従来の問題点を解消するためのものであって、共通電圧リッ
プルが発生することを防止して、画質が低下することを防止することができるタッチセン
サ一体型表示装置を提供することである。
【００２６】
　本発明の他の目的は、データラインとタッチルーティング配線が形成される領域と、こ
れらの形成されない領域との間の段差を最小化し、液晶の均一な分布とともに光漏れ現象
を防止することができるタッチセンサ一体型表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００２７】
　前記の目的を達成するための本発明のタッチセンサ一体型表示装置は、互いに交差する
ように配列される複数のゲートラインと複数のデータラインと、前記複数のゲートライン
及びデータラインの交差によって定義される領域内にそれぞれ配置される複数のピクセル
電極と、それぞれが前記アクティブ領域で前記複数のピクセル電極の内の一部のピクセル
電極と重なるように配置される複数の共通電極兼用タッチ電極と、前記複数の共通電極兼
用タッチ電極のそれぞれに対応して配置された前記一部のピクセル電極と関連された第１
データライン及び第２データラインのそれぞれの少なくとも一側に前記第１及び第２デー
タラインと並行するように配列されるルーティング配線と、を含み、前記ルーティング配
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線は、前記共通電極兼用タッチ電極に接続されることを特徴とする。
【００２８】
　前記ルーティング配線とは、前記第１データラインの一側に配置されるメインルーティ
ング配線と前記第１データラインの他側に形成される第１補助ルーティング配線と、前記
第２データラインの両側にそれぞれ形成される第２補助ルーティング配線の対と、を含む
。
【００２９】
　また、メインルーティング配線は、前記共通電極兼用タッチ電極に接続され、前記第２
補助ルーティング配線の対と前記第１補助ルーティング配線は、前記メインルーティング
配線に直接接続されることができる。
【００３０】
　これとは異なり、前記メインルーティング配線は、前記共通電極兼用タッチ電極に接続
され、前記第２補助ルーティング配線の対と前記第１補助ルーティング配線は、前記共通
電極兼用タッチ電極に接続されることができる。
【００３１】
　また、前記メインルーティング配線は、前記共通電極兼用タッチ電極に接続され、前記
第２補助ルーティング配線の対と前記第１補助ルーティング配線の少なくとも一つは、前
記共通電極兼用タッチ電極に接続され、残りは前記共通電極兼用タッチ電極に接続される
ことができる。
【００３２】
　また、前記第２補助ルーティング配線の対と前記第１補助ルーティング配線は、前記共
通電極兼用タッチ電極に直接接続され、前記メインルーティング配線は、前記第２補助ル
ーティング配線の対と前記第１補助ルーティング配線の少なくとも一つに接続されること
ができる。
【００３３】
　また、前記メインルーティング配線と、前記第１補助ルーティング配線は、少なくとも
一つの接続配線によって互いに接続され、前記第２補助ルーティング配線の対は、少なく
とも一つの接続配線によって互いに接続されるものを含む。
【００３４】
　また、本発明のタッチセンサ一体型表示装置は、前記複数のゲートラインと前記複数の
データラインの交差部に配置される複数の薄膜トランジスタをさらに含み、前記ピクセル
電極は、第１基板上に配置される前記ゲートラインを被覆するゲート絶縁膜上に配置され
て前記薄膜トランジスタのドレイン電極に接続され、前記ピクセル電極は、第１基板上に
配置される前記ゲートラインを被覆するゲート絶縁膜上に配置されて薄膜トランジスタの
ドレイン電極に接続され、前記ルーティング配線は、前記データラインと、前記薄膜トラ
ンジスタを被覆する第１パッシベーション膜上で前記データラインの両側に配置され、前
記共通電極兼用タッチ電極は、前記ルーティング配線を被覆する第２パッシベーション膜
上に配置されることを特徴とする。
【００３５】
　また、前記メインルーティング配線は、前記第２パッシベーション膜に形成されたコン
タクトホールを介して前記共通電極兼用タッチ電極に接続され、前記第１及び第２補助ル
ーティング配線は、前記メインルーティング配線と直接接続される。
【００３６】
　また、本発明のタッチセンサ一体型表示装置は、前記第１基板と対向配置され、ブラッ
クマトリックスと前記ブラックマトリックスにより区画されるカラーフィルタが配置され
る第２基板をさらに含み、前記ルーティング配線は、前記ブラックマトリックスの領域に
対応するように配置される。
【発明の効果】
【００３７】
　本発明に係るタッチセンサ一体型表示装置に係れば、データラインの両側にメインルー
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ティング配線と補助ルーティング配線または補助ルーティング配線の対が形成されるので
、メインルーティング配線及び補助ルーティング配線とデータラインとの間に形成される
寄生容量を従来と比較して大幅に減少させることができる。したがって、共通電圧に発生
するリップル現象を減少させることができるので、画質の低下を防止することができる効
果が得られる。
【００３８】
　また、メインルーティング配線と補助ルーティング配線とがデータラインと実質的に同
一の水平面に形成されるため、これらが形成される領域と他の領域との間の段差を大幅に
減少できるようになる。したがって、液晶の均一な分布と共に光漏れ現象を防止すること
ができるという効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】従来のタッチセンサ一体型表示装置を概略的に示す平面図である。
【図２】図１に示された一部の領域Ｒ１を示す平面図である。
【図３】図２に示されたＩ－Ｉ’線に沿って取った断面図である。
【図４】従来のタッチセンサ一体型表示装置において、タッチ電極（共通電極）とゲート
ライン及びデータラインの間に形成される寄生容量によって共通電圧にリップルが発生す
ることを示す波形図である。
【図５】本発明の実施の形態に係るタッチセンサ一体型表示装置を概略的に示す一部分解
斜視図である。
【図６】本発明の実施の形態に係るタッチセンサ一体型表示装置の平面図である。
【図７】図６に示されたタッチセンサ一体型表示装置において１つのタッチ電極と、複数
のピクセル電極との関係を概略的に示した断面図である。
【図８】図７に示された領域Ｒ２を示す平面図である。
【図９】図８に示されたＩ－Ｉ’線に沿って取った断面図である。
【図１０】本発明の他の実施の形態に係るタッチセンサ一体型表示装置の平面図である。
【図１１】従来の技術と本発明の実施の形態に係るタッチセンサ一体型表示装置の共通電
圧に発生したリップル現象を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　以下、添付図面を参照して、本発明のタッチセンサ一体型表示装置の好ましい実施の形
態を詳細に説明する。明細書全体にわたって同じ参照番号は、同じ構成要素を意味する。
以下の説明では、タッチセンサ一体型表示装置の一例としてタッチセンサ一体型表示装置
を挙げて具体的に説明する。
【００４１】
　まず、図５及び図６を参照して、本発明の実施の形態に係るタッチセンサ一体型表示装
置について説明する。図５は、本発明の実施の形態に係るタッチセンサ一体型表示装置を
概略的に示す一部分解斜視図であり、図６は、本発明の実施の形態に係るタッチセンサ一
体型表示装置の平面図である。
【００４２】
　図５を参照すると、本発明の実施形態に係るタッチセンサ一体型表示装置は、液晶層（
図示せず）を間に置いて形成される薄膜トランジスタアレイ（ＴＦＴＡ）とカラーフィル
タアレイ（ＣＦＡ）を備える液晶表示パネル（ＬＣＰ）を含む。
【００４３】
　薄膜トランジスタアレイ（ＴＦＴＡ）は、第１基板（ＳＵＢ１）上に第１方向（例えば
、ｘ方向）に並行するように形成された複数のゲートライン（Ｇ１、Ｇ２）、前記複数の
ゲートライン（Ｇ１、Ｇ２）と互に交差するように第２方向（例えば、ｙ方向）に並行す
るように形成されたデータライン（Ｄ１、Ｄ２）、前記ゲートライン（Ｇ１、Ｇ２）とデ
ータライン（Ｄ１、Ｄ２）が交差する領域に形成される薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）、液
晶セルへのデータ電圧を充電させるための複数のピクセル電極（Ｐｘ）、及び前記複数の
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ピクセル電極（Ｐｘ）と対向するように形成された共通電極（図示せず）を含む。
【００４４】
　カラーフィルタアレイ（ＣＦＡ）は、第２基板（ＳＵＢ２）上に形成されるブラックマ
トリックス及びカラーフィルタ（図示せず）を含む。液晶表示パネル（ＬＣＰ）の第１基
板（ＳＵＢ１）と第２基板（ＳＵＢ２）の外面には、それぞれ偏光板（ＰＯＬ１、ＰＯＬ
２）が付着され、液晶と接する第１及び第２基板（ＳＵＢ１、ＳＵＢ２）の内面には、液
晶のプレチルト角を設定するための配向膜（図示せず）がそれぞれ形成される。液晶表示
パネル（ＬＣＰ）のカラーフィルタアレイ（ＣＦＡ）と薄膜トランジスタアレイ（ＴＦＴ
Ａ）との間には、液晶セルのセルギャップ（cell gap）を維持するためのカラムスペーサ
（column spacer）が形成されることができる。
【００４５】
　一方、共通電極は、ＴＮ（Twisted Nematic）モードとＶＡ（Vertical Alignment）モ
ードのような垂直電界駆動方式において第２基板（ＳＵＢ２）に形成され、ＩＰＳ（In P
lane Switching）モードとＦＦＳ（Fringe　Field　Switching）モードのような水平電界
駆動方式では、ピクセル電極（Ｐｘ）と共に第１基板（ＳＵＢ１）上に形成される。以下
の本発明の実施の形態では、水平電界駆動方式を例に挙げて説明する。
【００４６】
　図６を参照すると、本発明の実施の形態に係るタッチセンサ一体型表示装置は、アクテ
ィブ領域（ＡＡ）とベゼル領域（ＢＡ）を含む。アクティブ領域（ＡＡ）は、共通電極兼
用タッチ電極が形成され、データが表示される領域である。ベゼル領域（ＢＡ）は、アク
ティブ領域（ＡＡ）の外側に配置され、ソース駆動タッチセンシングＩＣ１００と、各種
配線が形成される領域である。
【００４７】
　タッチセンサ一体型液晶表示装置のアクティブ領域（ＡＡ）は、互いに交差する第１方
向（例えば、x軸方向）及び第２方向（例えば、ｙ軸方向）に分割された複数の共通電極
兼用タッチ電極（以下、単に「タッチ電極」と称する。）（Ｔｘ１１～Ｔｘ１４、Ｔｘ２
１～Ｔｘ２４、Ｔｘ３１～Ｔｘ３４、Ｔｘ４１～Ｔｘ４４、Ｔｘ５１～Ｔｘ５４）と、複
数のタッチ電極（Ｔｘ１１～Ｔｘ１４、Ｔｘ２１～Ｔｘ２４、Ｔｘ３１～Ｔｘ３４、Ｔｘ
４１～Ｔｘ４４、Ｔｘ５１～Ｔｘ５４）のそれぞれに接続され、第２方向に互いに並行す
るように配列される複数のメインルーティング配線（ＴＷ１１ａ～ＴＷ１４ａ、ＴＷ２１
ａ～ＴＷ２４ａ、ＴＷ３１ａ～ＴＷ３４ａ、ＴＷ４１ａ～ＴＷ４４ａ、ＴＷ５１ａ～ＴＷ
５４ａ）と、複数のメインルーティング配線（ＴＷ１１ａ～ＴＷ１４ａ、ＴＷ２１ａ～Ｔ
Ｗ２４ａ、ＴＷ３１ａ～ＴＷ３４ａ、ＴＷ４１ａ～ＴＷ４４ａ、ＴＷ５１ａ～ＴＷ５４ａ
）のそれぞれに接続され、複数のタッチ電極（Ｔｘ１１～Ｔｘ１４、Ｔｘ２１～Ｔｘ２４
、Ｔｘ３１～Ｔｘ３４、Ｔｘ４１～Ｔｘ４４、Ｔｘ５１～Ｔｘ５４）上にそれぞれ形成さ
れる複数の補助ルーティング配線（ＴＷ１１ｂ～ＴＷ１１ｈ、ＴＷ１２ｂ～ＴＷ１２ｈ、
ＴＷ１３ｂ～ＴＷ１３ｈ、ＴＷ１４ｂ～ＴＷ１４ｈ； ＴＷ２１ｂ～ＴＷ２１ｇ、ＴＷ２
２ｂ～ＴＷ２２ｇ、ＴＷ２３ｂ～ＴＷ２３ｇ、ＴＷ２４ｂ～ＴＷ２４ｇ、ＴＷ３１ｂ～Ｔ
Ｗ３１ｆ、ＴＷ３２ｂ～ＴＷ３２ｆ、ＴＷ３３ｂ～ＴＷ３３ｆ、ＴＷ３４ｂ～ＴＷ３４ｆ
、ＴＷ４１ｂ～ＴＷ４１ｅ、ＴＷ４２ｂ～ＴＷ４２ｅ、ＴＷ４３ｂ～ＴＷ４３ｅ、ＴＷ４
４ｂ～ＴＷ４４ｅ、ＴＷ５１ｂ～ＴＷ５１ｄ、ＴＷ５２ｂ～ＴＷ５２ｄ、ＴＷ５３ｂ～Ｔ
Ｗ５３ｄ、ＴＷ５４ｂ～ＴＷ５４ｄ）を含む。
【００４８】
　複数のタッチ電極のそれぞれには、それに接続された一つのメインルーティング配線と
そのメインルーティング配線に接続される複数の補助ルーティング配線が配置される。以
下、図６を参照して、５行４列に配置されたそれぞれのタッチ電極と、それらのタッチ電
極に接続されるメインルーティング配線と補助配線の関係について説明する。
【００４９】
　まず、アクティブ領域（ＡＡ）の第１行に配置された第１－１乃至第１－４タッチ電極
（Ｔｘ１１～Ｔｘ１４）について説明する。
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【００５０】
　第１－１メインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）は、アクティブ領域（ＡＡ）の第１行
、第１列に配置された第１－１タッチ電極（Ｔｘ１１）をソース駆動タッチセンシングＩ
Ｃ１００に接続する。複数の第１－１補助ルーティング配線（ＴＷ１１ｂ～ＴＷ１１ｈ）
は、第１－１メインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）に接続される。第１－１メインルー
ティング配線（ＴＷ１１ａ）は、データラインと並行するように配列され、アクティブ領
域（ＡＡ）の第１列に配置されたタッチ電極（Ｔｘ１１、Ｔｘ２１、Ｔｘ３１、Ｔｘ４１
、Ｔｘ５１）を経由するように配置される。第１－１補助ルーティング配線（ＴＷ１１ｂ
～ＴＷ１１ｈ）は、データラインと第１－１メインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）と並
行するように配列され、第１－１タッチ電極（Ｔｘ１１）の領域内に配置される。
【００５１】
　第１－２メインルーティング配線（ＴＷ１２ａ）は、アクティブ領域（ＡＡ）の第１行
、第２列に配置された第１－２タッチ電極（Ｔｘ１２）をソース駆動タッチセンシングＩ
Ｃ１００に接続する。複数の第１－２補助ルーティング配線（ＴＷ１２ｂ～ＴＷ１２ｈ）
は、第１－２メインルーティング配線（ＴＷ１２ａ）に接続される。第１－２メインルー
ティング配線（ＴＷ１２ａ）は、データラインと並行するように配列され、アクティブ領
域（ＡＡ）の第２列に形成されたタッチ電極（Ｔｘ１２、Ｔｘ２２、Ｔｘ３２、Ｔｘ４２
、Ｔｘ５２）を経由するように配置される。第１－２補助ルーティング配線（ＴＷ１２ｂ
～ＴＷ１２ｈ）はデータライン及び第１－２メインルーティング配線（ＴＷ１２ａ）と並
行するように配列され、第１－２タッチ電極（Ｔｘ１２）の領域内に配置される。
【００５２】
　第１－３メインルーティング配線（ＴＷ１３ａ）は、アクティブ領域（ＡＡ）の第１行
、第３列に配置された第１－３タッチ電極（Ｔｘ１３）をソース駆動タッチセンシングＩ
Ｃ１００に接続する。複数の第１－３補助ルーティング配線（ＴＷ１３ｂ～ＴＷ１３ｈ）
は、第１～３メインルーティング配線（ＴＷ１３ａ）に接続される。第１－３メインルー
ティング配線（ＴＷ１３ａ）は、データラインと並行するように配列され、アクティブ領
域（ＡＡ）の第３列に配置されたタッチ電極（Ｔｘ１３、Ｔｘ２３、Ｔｘ３３、Ｔｘ４３
、Ｔｘ５３）を経由するように配置される。第１－３補助ルーティング配線（ＴＷ１３ｂ
～ＴＷ１３ｈ）は、データライン及び第１－３メインルーティング配線（ＴＷ１３ａ）と
並行するように配列され、第１－３タッチ電極（Ｔｘ１３）の領域内に配置される。
【００５３】
　第１－４メインルーティング配線（ＴＷ１４ａ）は、アクティブ領域（ＡＡ）の第１行
、第４列に配置された第１－４タッチ電極（Ｔｘ１４）をソース駆動タッチセンシングＩ
Ｃ１００に接続する。複数の第１－４補助ルーティング配線（ＴＷ１４ｂ～ＴＷ１４ｈ）
は、第１－４メインルーティング配線（ＴＷ１４ａ）に接続される。第１－４メインルー
ティング配線（ＴＷ１４ａ）は、データラインと並行するように配列され、アクティブ領
域（ＡＡ）の第４列に配置されたタッチ電極（Ｔｘ１４、Ｔｘ２４、Ｔｘ３４、Ｔｘ４４
、Ｔｘ５４）を経由するように配置される。第１－４補助ルーティング配線（ＴＷ１４ｂ
～ＴＷ１４ｈ）は、データライン及び第１－４メインルーティング配線（ＴＷ１４ａ）と
並行するように配列され、第１－４タッチ電極（Ｔｘ１４）の領域内に配置される。
【００５４】
　次に、アクティブ領域（ＡＡ）の第２行に配置された第２－１乃至第２－４タッチ電極
（Ｔｘ２１～Ｔｘ２４）について説明する。
【００５５】
　第２－１メインルーティング配線（ＴＷ２１ａ）は、アクティブ領域（ＡＡ）の第２行
、第１列に配置された第２－１タッチ電極（Ｔｘ２１）をソース駆動タッチセンシングＩ
Ｃ１００に接続する。複数の第２－１補助ルーティング配線（ＴＷ２１ｂ～ＴＷ２１ｇ）
は、第２－１メインルーティング配線（ＴＷ２１ａ）に接続される。第２－１メインルー
ティング配線（ＴＷ２１ａ）は、第１－１タッチ電極（Ｔｘ１１）から延長される第１－
１メインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）及びデータラインと並行するように配列され、
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アクティブ領域（ＡＡ）の第１列に配置されたタッチ電極（Ｔｘ２１、Ｔｘ３１、Ｔｘ４
１、Ｔｘ５１）を経由するように配置される。第２－１補助ルーティング配線（ＴＷ２１
ｂ～ＴＷ２１ｇ）は、データライン、第１－１メインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）及
び第２－１メインルーティング配線（ＴＷ２１ａ）と並行するように配列され、第２－１
タッチ電極（Ｔｘ２１）の領域内に配置される。
【００５６】
　第２－２メインルーティング配線（ＴＷ２２ａ）は、アクティブ領域（ＡＡ）の第２行
、第２列に配置された第２－２タッチ電極（Ｔｘ２２）をソース駆動タッチセンシングＩ
Ｃ１００に接続する。複数の第２－２補助ルーティング配線（ＴＷ２２ｂ～ＴＷ２２ｇ）
は、第２－２メインルーティング配線（ＴＷ２２ａ）に接続される。第２－２メインルー
ティング配線（ＴＷ２２ａ）は、第１－２タッチ電極（Ｔｘ１２）から延長される第１－
２メインルーティング配線（ＴＷ１２ａ）及びデータラインと並行するように配列され、
アクティブ領域（ＡＡ）の第２列に配置されたタッチ電極（Ｔｘ２２、Ｔｘ３２、Ｔｘ４
２、Ｔｘ５２）を経由するように配置される。第２－２補助ルーティング配線（ＴＷ２２
ｂ～ＴＷ２２ｇ）は、データライン、第１－２メインルーティング配線（ＴＷ１２ａ）及
び第２－２メインルーティング配線（ＴＷ２２ａ）と並行するように配列され、第２－２
タッチ電極（Ｔｘ２２）の領域内に配置される。
【００５７】
　第２－３メインルーティング配線（ＴＷ２３ａ）は、アクティブ領域（ＡＡ）の第２行
、第３列に配置された第２－３タッチ電極（Ｔｘ２３）をソース駆動タッチセンシングＩ
Ｃ１００に接続する。複数の第２－３補助ルーティング配線（ＴＷ２３ｂ～ＴＷ２３ｇ）
は、第２－３メインルーティング配線（ＴＷ２３ａ）に接続される。第２－３メインルー
ティング配線（ＴＷ２３ａ）は、第１－３タッチ電極（Ｔｘ１３）から延長される第１－
３メインルーティング配線（ＴＷ１３ａ）及びデータラインと並行するように配列され、
アクティブ領域（ＡＡ）の第３列に配置されたタッチ電極（Ｔｘ２３、Ｔｘ３３、Ｔｘ４
３、Ｔｘ５３）を経由するように配置される。第２－３補助ルーティング配線（ＴＷ２３
ｂ～ＴＷ２３ｇ）は、データライン、第１－３メインルーティング配線（ＴＷ１３ａ）及
び第２－３メインルーティング配線（ＴＷ２３ａ）と並行するように配列され、第２－３
タッチ電極（Ｔｘ２３）の領域内に配置される。
【００５８】
　第２－４メインルーティング配線（ＴＷ２４ａ）は、アクティブ領域（ＡＡ）の第２行
、第４列に配置された第２－４タッチ電極（Ｔｘ２４）をソース駆動タッチセンシングＩ
Ｃ１００に接続する。複数の第２－４補助ルーティング配線（ＴＷ２４ｂ～ＴＷ２４ｇ）
は、第２－４メインルーティング配線（ＴＷ２４ａ）に接続される。第２－４メインルー
ティング配線（ＴＷ２４ａ）は、第１－４タッチ電極（Ｔｘ１４）から延長される第１－
４メインルーティング配線（ＴＷ１４ａ）及びデータラインと並行するように形成され、
アクティブ領域（ＡＡ）の第４列に配置されたタッチ電極（Ｔｘ２４、Ｔｘ３４、Ｔｘ４
４、Ｔｘ５４）を経由するように配置される。第２－４補助ルーティング配線（ＴＷ２４
ｂ～ＴＷ２４ｇ）は、データライン、第１－４メインルーティング配線（ＴＷ１４ａ）及
び第２－４メインルーティング配線（ＴＷ２４ａ）と並行するように配列され、第２－４
タッチ電極（Ｔｘ２４）の領域内に配置される。
【００５９】
　次に、アクティブ領域（ＡＡ）の第３行に配置された第３－１乃至第３－４タッチ電極
（Ｔｘ３１～Ｔｘ３４）について説明する。
【００６０】
　第３－１メインルーティング配線（ＴＷ３１ａ）は、アクティブ領域（ＡＡ）の第３行
、第１列に配置された第３－１タッチ電極（Ｔｘ３１）をソース駆動タッチセンシングＩ
Ｃ１００に接続する。複数の第３－１補助ルーティング配線（ＴＷ３１ｂ～ＴＷ３１ｆ）
は、第３－１メインルーティング配線（ＴＷ３１ａ）に接続される。第３－１メインルー
ティング配線（ＴＷ３１ａ）は、第１－１タッチ電極（Ｔｘ１１）から延長される第１－
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１メインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）、第２－１タッチ電極（Ｔｘ２１）から延長さ
れる第２－１メインルーティング配線（ＴＷ２１ａ）及びデータラインと並行するように
配列され、アクティブ領域（ＡＡ）の第１列に形成されたタッチ電極（Ｔｘ３１、Ｔｘ４
１、Ｔｘ５１）を経由するように配置される。第３－１補助ルーティング配線（ＴＷ３１
ｂ～ＴＷ３１ｆ）は、データライン、第１－１メインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）、
第２－１メインルーティング配線（ＴＷ２１ａ）及び第３－１メインルーティング配線（
ＴＷ３１ａ）と並行するように配列され、第３－１タッチ電極（Ｔｘ３１）の領域内に配
置される。
【００６１】
　第３－２メインルーティング配線（ＴＷ３２ａ）は、アクティブ領域（ＡＡ）の第３行
、第２列に配置された第３－２タッチ電極（Ｔｘ３２）をソース駆動タッチセンシングＩ
Ｃ１００に接続する。複数の第３－２補助ルーティング配線（ＴＷ３２ｂ～ＴＷ３２ｆ）
は、第３－２メインルーティング配線（ＴＷ３２ａ）に接続される。第３－２メインルー
ティング配線（ＴＷ３２ａ）は、第１－２タッチ電極（Ｔｘ１２）から延長される第１－
２メインルーティング配線（ＴＷ１２ａ）、第２－２タッチ電極（Ｔｘ２２）から延長さ
れる第２－２メインルーティング配線（ＴＷ２２ａ）及びデータラインと並行するように
配列され、アクティブ領域（ＡＡ）の第２列に配置されたタッチ電極（Ｔｘ３２、Ｔｘ４
２、Ｔｘ５２）を経由するように配置される。第３－２補助ルーティング配線（ＴＷ３２
ｂ～ＴＷ３２ｆ）は、データライン、第１－２メインルーティング配線（ＴＷ１２ａ）、
第２－２メインルーティング配線（ＴＷ２２ａ）及び第３－２メインルーティング配線（
ＴＷ３２ａ）と並行するように配列され、第３－２タッチ電極（Ｔｘ３２）の領域内に配
置される。
【００６２】
　第３－３メインルーティング配線（ＴＷ３３ａ）は、アクティブ領域（ＡＡ）の第３行
、第３列に配置された第３－３タッチ電極（Ｔｘ３３）をソース駆動タッチセンシングＩ
Ｃ１００に接続する。複数の第３－３補助ルーティング配線（ＴＷ３３ｂ～ＴＷ３３ｆ）
は、第３－３メインルーティング配線（ＴＷ３３ａ）に接続される。第３－３メインルー
ティング配線（ＴＷ３３ａ）は、第１－３タッチ電極（Ｔｘ１３）から延長される第１－
３メインルーティング配線（ＴＷ１３ａ）、第２－３タッチ電極（Ｔｘ２３）から延長さ
れる第２－３メインルーティング配線（ＴＷ２３ａ）及びデータラインと並行するように
配列され、アクティブ領域（ＡＡ）の第３列に配置されたタッチ電極（Ｔｘ３３、Ｔｘ４
３、Ｔｘ５３）を経由するように配置される。第３－３補助ルーティング配線（ＴＷ３３
ｂ～ＴＷ３３ｆ）は、データライン、第１－３メインルーティング配線（ＴＷ１３ａ）、
第２－３メインルーティング配線（ＴＷ２３ａ）及び第３－３メインルーティング配線（
ＴＷ３３ａ）と並行するように配列され、第３－３タッチ電極（Ｔｘ３３）の領域内に配
置される。
【００６３】
　第３－４メインルーティング配線（ＴＷ３４ａ）は、アクティブ領域（ＡＡ）の第３行
、第４列に配置された第３－４タッチ電極（Ｔｘ３４）をソース駆動タッチセンシングＩ
Ｃ１００に接続する。複数の第３－４補助ルーティング配線（ＴＷ３４ｂ～ＴＷ３４ｆ）
は、第３－４メインルーティング配線（ＴＷ３４ａ）に接続される。第３－４メインルー
ティング配線（ＴＷ３４ａ）は、第１－４タッチ電極（Ｔｘ１４）から延長される第１－
４メインルーティング配線（ＴＷ１４ａ）、第２－４タッチ電極（Ｔｘ２４）から延長さ
れる第２－４メインルーティング配線（ＴＷ２４ａ）及びデータラインと並行するように
配列され、アクティブ領域（ＡＡ）の第４列に配置されたタッチ電極（Ｔｘ３４、Ｔｘ４
４、Ｔｘ５４）を経由するように配置される。第３－４補助ルーティング配線（ＴＷ３４
ｂ～ＴＷ３４ｆ）は、データライン、第１－４メインルーティング配線（ＴＷ１４ａ）、
第２－４メインルーティング配線（ＴＷ２４ａ）及び第３－４メインルーティング配線（
ＴＷ３４ａ）と並行するように配列され、第３－４タッチ電極（Ｔｘ３４）の領域内に配
置される。
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【００６４】
　次に、アクティブ領域（ＡＡ）の第４行に配置された第４－１乃至第４－４タッチ電極
（Ｔｘ４１～Ｔｘ４４）について説明する。
【００６５】
　第４－１メインルーティング配線（ＴＷ４１ａ）は、アクティブ領域（ＡＡ）の第４行
、第１列に配置された第４－１タッチ電極（Ｔｘ４１）をソース駆動タッチセンシングＩ
Ｃ１００に接続する。複数の第４－１補助ルーティング配線（ＴＷ４１ｂ～ＴＷ４１ｅ）
は、第４－１メインルーティング配線（ＴＷ４１ａ）に接続される。第４－１メインルー
ティング配線（ＴＷ４１ａ）は、第１－１タッチ電極（Ｔｘ１１）から延長される第１－
１メインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）、第２－１タッチ電極（Ｔｘ２１）から延長さ
れる第２－１メインルーティング配線（ＴＷ２１ａ）、第３－１タッチ電極（Ｔｘ３１）
から延長される第３－１メインルーティング配線（ＴＷ３１ａ）及びデータラインと並行
するように配列され、アクティブ領域（ＡＡ）の第１列に配置されたタッチ電極（Ｔｘ４
１、Ｔｘ５１）を経由するように配置される。第４－１補助ルーティング配線（ＴＷ４１
ｂ～ＴＷ４１ｅ）は、データライン、第１－１メインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）、
第２－１メインルーティング配線（ＴＷ２１ａ）、第３－１メインルーティング配線（Ｔ
Ｗ３１ａ）と第４－１メインルーティング配線（ＴＷ４１ａ）と並行するように配列され
、第４－１タッチ電極（Ｔｘ４１）の領域内に配置される。
【００６６】
　第４－２メインルーティング配線（ＴＷ４２ａ）は、アクティブ領域（ＡＡ）の第４行
、第２列に配置された第４－２タッチ電極（Ｔｘ４２）をソース駆動タッチセンシングＩ
Ｃ１００に接続する、複数の第４－２補助ルーティング配線（ＴＷ４２ｂ～ＴＷ４２ｅ）
は、第４－２メインルーティング配線（ＴＷ４２ａ）に接続される。第４－２メインルー
ティング配線（ＴＷ４２ａ）は、第１－２タッチ電極（Ｔｘ１２）から延長される第１－
２メインルーティング配線（ＴＷ１２ａ）、第２－２タッチ電極（Ｔｘ２２）から延長さ
れる第２－２メインルーティング配線（ＴＷ２２ａ）、第３－２タッチ電極（Ｔｘ３２）
から延長される第３－２メインルーティング配線（ＴＷ３２ａ）及びデータラインと並行
するように配列され、アクティブ領域（ＡＡ）の第２列に配置されたタッチ電極（Ｔｘ４
２、Ｔｘ５２）を経由するように配置される。第４－２補助ルーティング配線（ＴＷ４２
ｂ～ＴＷ４２ｅ）は、データライン、第１－２メインルーティング配線（ＴＷ１２ａ）、
第２－２メインルーティング配線（ＴＷ２２ａ）、第３－２メインルーティング配線（Ｔ
Ｗ３２ａ）及び第４－２メインルーティング配線（ＴＷ４２ａ）と並行するように配列さ
れ、第４－２タッチ電極（Ｔｘ４２）の領域内に配置される。
【００６７】
　第４－３メインルーティング配線（ＴＷ４３ａ）は、アクティブ領域（ＡＡ）の第４行
、第３列に配置された第４－３タッチ電極（Ｔｘ４３）をソース駆動タッチセンシングＩ
Ｃ１００に接続する。複数の第４－３補助ルーティング配線（ＴＷ４３ｂ～ＴＷ４３ｅ）
は、第４－３メインルーティング配線（ＴＷ４３ａ）に接続される。第４－３メインルー
ティング配線（ＴＷ４３ａ）は、第１－３タッチ電極（Ｔｘ１３）から延長される第１－
３メインルーティング配線（ＴＷ１３ａ）、第２－３タッチ電極（Ｔｘ２３）から延長さ
れる第２－３メインルーティング配線（ＴＷ２３ａ）、第３－３タッチ電極（Ｔｘ３３）
から延長される第３－３メインルーティング配線（ＴＷ３３ａ）及びデータラインと並行
するように配列され、アクティブ領域（ＡＡ）の第３列に配置されたタッチ電極（Ｔｘ４
３、Ｔｘ５３）を経由するように配置される。第４－３補助ルーティング配線（ＴＷ４３
ｂ～ＴＷ４３ｅ）は、データライン、第１－３メインルーティング配線（ＴＷ１３ａ）、
第２－３メインルーティング配線（ＴＷ２３ａ）、第３－３メインルーティング配線（Ｔ
Ｗ３３ａ）及び第４－３メインルーティング配線（ＴＷ４３ａ）と並行するように配列さ
れ、第４－３タッチ電極（Ｔｘ４３）の領域内に配置される。
【００６８】
　第４－４メインルーティング配線（ＴＷ４４ａ）は、アクティブ領域（ＡＡ）の第４行
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、第４列に配置された第４－４タッチ電極（Ｔｘ４４）を第４－４タッチ電極（Ｔｘ４４
）とソース駆動タッチセンシングＩＣ１００に接続する。複数の第４－４補助ルーティン
グ配線（ＴＷ４４ｂ～ＴＷ４４ｅ）は、第４－４メインルーティング配線（ＴＷ４４ａ）
に接続される。第４－４メインルーティング配線（ＴＷ４４ａ）は、第１－４タッチ電極
（Ｔｘ１４）から延長される第１－４メインルーティング配線（ＴＷ１４ａ）、第２－４
タッチ電極（Ｔｘ２４）から延長される第２－４メインルーティング配線（ＴＷ２４ａ）
、第３－４タッチ電極（Ｔｘ３４）から延長される第３－４メインルーティング配線（Ｔ
Ｗ３４ａ）及びデータラインと並行するように配列され、アクティブ領域（ＡＡ）の第４
列に配置されたタッチ電極（Ｔｘ４４、Ｔｘ５４）を経由するように配置される。第４－
４補助ルーティング配線（ＴＷ４４ｂ～ＴＷ４４ｅ）は、データライン、第１－４メイン
ルーティング配線（ＴＷ１４ａ）、第２－４メインルーティング配線（ＴＷ２４ａ）、第
３－４メインルーティング配線（ＴＷ３４ａ）及び第４－４メインルーティング配線（Ｔ
Ｗ４４ａ）と並行するように配列され、第４－４タッチ電極（Ｔｘ４４）の領域内に配置
される。
【００６９】
　次に、アクティブ領域（ＡＡ）の第５行に配置された第５－１乃至第５－４タッチ電極
（Ｔｘ５１～Ｔｘ５４）について説明する。
【００７０】
　第５－１メインルーティング配線（ＴＷ５１ａ）は、アクティブ領域（ＡＡ）の第５行
、第１列に配置された第５－１タッチ電極（Ｔｘ５１）をソース駆動タッチセンシングＩ
Ｃ１００に接続する。複数の第５－１補助ルーティング配線（ＴＷ５１ｂ～ＴＷ５１ｄ）
は、第５－１メインルーティング配線（ＴＷ５１ａ）に接続される。第５－１メインルー
ティング配線（ＴＷ５１ａ）は、第１－１タッチ電極（Ｔｘ１１）から延長される第１－
１メインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）、第２－１タッチ電極（Ｔｘ２１）から延長さ
れる第２－１メインルーティング配線（ＴＷ２１ａ）、第３－１タッチ電極（Ｔｘ３１）
から延長される第３－１メインルーティング配線（ＴＷ３１ａ）、第４－１タッチ電極（
Ｔｘ４１）から延長される第４－１メインルーティング配線（ＴＷ４１ａ）及びデータラ
インと並行するように配列され、アクティブ領域（ＡＡ）の第１列に配置されたタッチ電
極（Ｔｘ５１）を経由するように配置される。第５－１補助ルーティング配線（ＴＷ５１
ｂ～ＴＷ５１ｄ）は、データライン、第１－１メインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）、
第２－１メインルーティング配線（ＴＷ２１ａ）、第３－１メインルーティング配線（Ｔ
Ｗ３１ａ）、第４－１メインルーティング配線（ＴＷ４１ａ）及び第５－１メインルーテ
ィング配線（ＴＷ５１ａ）と並行するように配列され、第５－１タッチ電極（Ｔｘ５１）
の領域内に配置される。
【００７１】
　第５－２メインルーティング配線（ＴＷ５２ａ）は、アクティブ領域（ＡＡ）の第５行
、第２列に配置された第５－２タッチ電極（Ｔｘ５２）をソース駆動タッチセンシングＩ
Ｃ１００に接続する。複数の第５－２補助ルーティング配線（ＴＷ５２ｂ～ＴＷ５２ｄ）
は、第５－２メインルーティング配線（ＴＷ５２ａ）に接続される。第５－２メインルー
ティング配線（ＴＷ５２ａ）は、第１－２タッチ電極（Ｔｘ１２）から延長される第１－
２メインルーティング配線（ＴＷ１２ａ）、第２－２タッチ電極（Ｔｘ２２）から延長さ
れる第２－２メインルーティング配線（ＴＷ２２ａ）、第３－２タッチ電極（Ｔｘ３２）
から延長される第３－２メインルーティング配線（ＴＷ３２ａ）、第４－２タッチ電極（
Ｔｘ４２）から延長される第４－２メインルーティング配線（ＴＷ４２ａ）及びデータラ
インと並行するように配列され、アクティブ領域（ＡＡ）の第２列に配置されたタッチ電
極（Ｔｘ５２）を経由するように配置される。第５－２補助ルーティング配線（ＴＷ５２
ｂ～ＴＷ５２ｄ）は、データライン、第１－２メインルーティング配線（ＴＷ１２ａ）、
第２－２メインルーティング配線（ＴＷ２２ａ）、第３－２メインルーティング配線（Ｔ
Ｗ３２ａ）、第４－２メインルーティング配線（ＴＷ４２ａ）及び第５－２メインルーテ
ィング配線（ＴＷ５２ａ）と並行するように配列され、第５－２タッチ電極（Ｔｘ５２）
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の領域内に配置される。
【００７２】
　第５－３メインルーティング配線（ＴＷ５３ａ）は、アクティブ領域（ＡＡ）の第５行
、第３列に形成された第５－３のタッチ電極（Ｔｘ５３）をソース駆動タッチセンシング
ＩＣ１００に接続する。複数の第５－３補助ルーティング配線（ＴＷ５３ｂ～ＴＷ５３ｄ
）は、第５－３メインルーティング配線（ＴＷ５３ａ）に接続される。第５－３メインル
ーティング配線（ＴＷ５３ａ）は、第１－３タッチ電極（Ｔｘ１３）から延長される第１
－３メインルーティング配線（ＴＷ１３ａ）、第２－３タッチ電極（Ｔｘ２３）から延長
される第２－３メインルーティング配線（ＴＷ２３ａ）、第３－３タッチ電極（Ｔｘ３３
）から延長される第３－３メインルーティング配線（ＴＷ３３ａ）、第４－３タッチ電極
（Ｔｘ４３）から延長される第４－３メインルーティング配線（ＴＷ４３ａ）及びデータ
ラインと並行するように配列され、アクティブ領域（ＡＡ）の第３列に形成されたタッチ
電極（Ｔｘ５３）を経由するように形成される。第５－３補助ルーティング配線（ＴＷ５
３ｂ～ＴＷ５３ｄ）は、データライン、第１－３メインルーティング配線（ＴＷ１３ａ）
、第２－３メインルーティング配線（ＴＷ２３ａ）、第３－３メインルーティング配線（
ＴＷ３３ａ）、第４－３メインルーティング配線（ＴＷ４３ａ）及び第５－３メインルー
ティング配線（ＴＷ５３ａ）と並行するように配列され、第５－３タッチ電極（Ｔｘ５３
）の領域内に配置される。
【００７３】
　第５－４メインルーティング配線（ＴＷ５４ａ）は、アクティブ領域（ＡＡ）の第５行
、第４列に配置された第５－４タッチ電極（Ｔｘ５４）をソース駆動タッチセンシングＩ
Ｃ１００に接続する。複数の第５－４補助ルーティング配線（ＴＷ５４ｂ～ＴＷ５４ｄ）
は、第５－４メインルーティング配線（ＴＷ５４ａ）に接続される。第５－４メインルー
ティング配線（ＴＷ５４ａ）は、第１－４タッチ電極（Ｔｘ１４）から延長される第１－
４メインルーティング配線（ＴＷ１４ａ）、第２－４タッチ電極（Ｔｘ２４）から延長さ
れる第２－４メインルーティング配線（ＴＷ２４ａ）、第３－４タッチ電極（Ｔｘ３４）
から延長される第３－４メインルーティング配線（ＴＷ３４ａ）、第４－４タッチ電極（
Ｔｘ４４）から延長される第４－４メインルーティング配線（ＴＷ４４ａ）及びデータラ
インと並行するように配列され、アクティブ領域（ＡＡ）の第４列に配置されたタッチ電
極（Ｔｘ５４）を経由するように形成される。第５－４補助ルーティング配線（ＴＷ５４
ｂ～ＴＷ５４ｄ）は、データライン、第１－４メインルーティング配線（ＴＷ１４ａ）、
第２－４メインルーティング配線（ＴＷ２４ａ）、第３－４メインルーティング配線（Ｔ
Ｗ３４ａ）、第４－４メインルーティング配線（ＴＷ４４ａ）及び第５－４メインルーテ
ィング配線（ＴＷ５４ａ）と並行するように配列され、第５－４タッチ電極（Ｔｘ５４）
の領域内に配置される。
【００７４】
　前述したアクティブ領域（ＡＡ）内に配置されるタッチ電極（Ｔｘ１１～Ｔｘ１４、Ｔ
ｘ２１～Ｔｘ２４、Ｔｘ３１～Ｔｘ３４、Ｔｘ４１～Ｔｘ４４、Ｔｘ５１～Ｔｘ５４）は
、表示装置の共通電極を分割して形成されたもので、データを表示するディスプレイモー
ドの駆動時には共通電極として動作し、タッチ位置を認識するタッチ駆動時は、タッチ電
極として動作し、時分割駆動される。
【００７５】
　次に、図７～図９を参照して、本発明の実施の形態に係るタッチセンサ一体型表示装置
の構成をさらに具体的に説明する。図７は、図６に示されたタッチセンサ一体型表示装置
において１つのタッチ電極（Ｔｘ１１）と、複数のピクセル電極（Ｐ１１～Ｐ３３）の関
係を概略的に示す断面図であり、図８は、図７に示された領域Ｒ２を示す平面図であり、
図９は、図８に示されたＩ－Ｉラインに沿って取った断面図である。
【００７６】
　まず、図７を参照すると、本発明の実施の形態に係るタッチセンサ一体型表示装置は、
１つのタッチ電極（Ｔｘ１１）に対応して３行３列に配置された９つのピクセル電極（Ｐ
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１１～Ｐ３３）が配置されている。ピクセル電極（Ｐ１１～Ｐ３３）は、第１方向（例え
ば、ｘ軸方向）に配列される複数のゲートラインに（ＧＬ１～ＧＬ３）と、第１方向と交
差する第２方向（例えば、ｙ軸方向）に配列される複数のデータライン（ＤＬ１～ＤＬ３
）によって定義される領域に配置される。図７の実施の形態においては、１つのタッチ電
極（Ｔｘ１１）に対応して、９つのピクセル電極（Ｐ１１～Ｐ３３）が配置される場合の
例を示しているが、一つのタッチ電極に対応して配置されるピクセル電極の数は必要に応
じて調整することができるもので、本発明の範囲を制限するものではない。
【００７７】
　データライン（ＤＬ１～ＤＬ３）のそれぞれの両側には、メインルーティング配線（Ｔ
Ｗ１１ａ）と補助ルーティング配線（ＴＷ１１ｂ）、または補助ルーティング配線の対（
ＴＷ１１ｃとＴＷ１１ｄ、ＴＷ１１ｅとＴＷ１１ｆ）が配置される。メインルーティング
配線（ＴＷ１１ａ）は、コンタクトホールを介してタッチ電極（Ｔｘ１１）に接続される
。補助ルーティング配線（ＴＷ１１ｂ、ＴＷ１１ｃ、ＴＷ１１ｄ、ＴＷ１１ｅ、ＴＷ１１
ｆ）は、メインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）に直接接続される。図７の実施の形態に
おいては、補助ルーティング配線（ＴＷ１１ｂ、ＴＷ１１ｃ、ＴＷ１１ｄ、ＴＷ１１ｅ、
ＴＷ１１ｆ）は、メインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）に直接接続される例を示してい
るが、これとは異なり補助ルーティング配線（ＴＷ１１ｂ、ＴＷ１１ｃ、ＴＷ１１ｄ、Ｔ
Ｗ１１ｅ、ＴＷ１１ｆ）はコンタクトホールを介してタッチ電極（Ｔｘ１１）に接続する
こともできる。この場合、メインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）と補助ルーティング配
線（ＴＷ１１ｂ、ＴＷ１１ｃ、ＴＷ１１ｄ、ＴＷ１１ｅ、ＴＷ１１ｆ）は、タッチ電極（
Ｔｘ１１）を介して互いに接続されることになる。
【００７８】
　図８及び図９を参照すると、第１データライン（ＤＬ１）の左側には、第１－１メイン
ルーティング配線（ＴＷ１１ａ）が配置され、第１データライン（ＤＬ１）の右側には、
第１－１補助配線の配線（Ｔｗ１１ｂ）が配置される。これら第１－１メインルーティン
グ配線（ＴＷ１１ａ）と第１－１補助ルーティング配線（Ｔｗ１１ｂ）は、少なくとも一
つの第１接続配線（図８の実施の形態においては、３つの接続配線）（ＣＷ１ａ、ＣＷ１
ｂ、ＣＷ１ｃ）によって互いに接続される。
【００７９】
　一方、第２データライン（ＤＬ２）の左側には、第１－１補助ルーティング配線（Ｔｗ
１１ｃ）が配置され、第２データライン（ＤＬ２）の右側には、第１－１補助ルーティン
グ配線（Ｔｗ１１ｄ）が配置される。これら第１－１補助ルーティング配線（Ｔｗ１１ｃ
、ＴＷ１１ｄ）もまた、少なくとも一つの第２接続配線（図８の実施の形態では、３つの
接続配線）（ＣＷ２ａ、ＣＷ２ｂ、ＣＷ２ｃ）によって互いに接続される。
【００８０】
　また、第３データライン（ＤＬ３）の左側には、第１－１補助ルーティング配線（Ｔｗ
１１ｅ）が配置され、第３データライン（ＤＬ３）の右側には、第１－１補助ルーティン
グ配線（Ｔｗ１１ｆ）が形成される。これら第１－１補助ルーティング配線（Ｔｗ１１ｅ
、ＴＷ１１ｆ）もまた、少なくとも一つの第３接続配線（図８の実施の形態では、３つの
接続配線）（ＣＷ３ａ、ＣＷ３ｂ、ＣＷ３ｃ）によって互いに接続される。
【００８１】
　これら第１～第３接続配線（ＣＷ１ａ、ＣＷ１ｂ、ＣＷ１ｃ；ＣＷ２ａ、ＣＷ２ｂ、Ｃ
Ｗ２ｃ；ＣＷ３ａ、ＣＷ３ｂ、ＣＷ３ｃ）は、メインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）と
補助ルーティング配線（ＴＷ１１ｂ、ＴＷ１１ｃ、ＴＷ１１ｄ、ＴＷ１１ｅ、ＴＷ１１ｆ
）の抵抗を低減させる。
【００８２】
　次に、図７～図９を参照して、本発明の実施の形態に係るタッチセンサ一体型表示装置
についてさらに詳細に説明する。以下の説明では、説明の便宜のために一つのピクセル領
域を中心に説明する。
【００８３】
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　図７～図９を参照すると、本発明の実施の形態に係るタッチセンサ一体型表示装置は、
薄膜トランジスタアレイ（ＴＦＴＡ）の基板（ＳＵＢ１）上に互いに交差するように形成
されるゲートライン（ＧＬ１～ＧＬ３）及びデータライン（ＤＬ１～ＤＬ３）と、前記ゲ
ートライン（ＧＬ１～ＧＬ３）とデータラインの（ＤＬ１～ＤＬ３）の交差領域に形成さ
れる薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）と、ゲートラインに（ＧＬ１～ＧＬ３）とデータライン
の（ＤＬ１～ＤＬ３）の交差によって定義される領域に形成されるピクセル電極（Ｐ１１
、Ｐ１２、Ｐ１３）と、当該ピクセル電極（Ｐ１１、Ｐ１２、Ｐ１３）と対向する共通電
極兼用タッチ電極（Ｔｘ１１）が形成される。この共通電極兼用タッチ電極（Ｔｘ１１）
はディスプレイモードでの駆動時には共通電極として機能し、タッチ駆動時にはタッチ電
極として機能する。
【００８４】
　上記構成において、基板（ＳＵＢ１）上には複数のゲートライン（ＧＬ１～ＧＬ３）が
互いに並行するように形成され、その上部には、複数のゲートラインに（ＧＬ１～ＧＬ３
）を被覆するようにゲート絶縁膜（ＧＩ）が形成される。ゲート絶縁膜（ＧＩ）上では、
薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を構成する活性層（Ａ）、ソース電極（ＳＥ）及びドレイン
電極（ＤＥ）が形成される。
【００８５】
　すなわち、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）は、基板（ＳＵＢ１）上に形成されるゲートラ
イン（ＧＬ１～ＧＬ３）からそれぞれ延長されるゲート電極（ＧＥ）と、ゲートライン（
ＧＬ１～ＧＬ３）とゲート電極（ＧＥ）を被覆するゲート絶縁膜（ＧＩ）上でゲート電極
（ＧＥ）と対応する領域に形成される活性層（Ａ）と、活性層（Ａ）の一部の露出させる
ようにゲート絶縁膜（ＧＩ）上で分離されて形成されるソース電極（ＳＥ）及びドレイン
電極（ＤＥ）を含む。ソース電極（ＳＥ）は、データライン（ＤＬ１～ＤＬ３）から延長
される。
【００８６】
　前記実施の形態において、薄膜トランジスタとして、ゲート電極がソース/ドレイン電
極の下層に形成されるボトムゲート構造（gate bottom structure）の薄膜トランジスタ
を例に挙げて説明したが、本発明がこれに限定されるものではなく、ゲート電極がソース
/ドレイン領域の上部に形成されるトップゲート構造（gate top structure）の薄膜トラ
ンジスタも含まれているものと理解しなければならない。トップゲート構造（gate top s
tructure）の薄膜トランジスタの構成は、既に知られているので、それに対する詳細な説
明は省略する。
【００８７】
　薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）とデータライン（ＤＬ１～ＤＬ３）が形成されたゲート絶
縁膜（ＧＩ）上に薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）のドレイン電極（ＤＥ）と接続されるよう
に、ピクセル電極（Ｐ１１）が形成される。そして、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）のソー
ス電極（ＳＥ）及びドレイン電極（ＤＥ）と、データライン（ＤＬ１～ＤＬ３）と、ピク
セル電極（Ｐ１１、Ｐ１２、Ｐ１３）を被覆する第１パッシベーション膜（ＰＡＳ１）が
形成される。第１パッシベーション膜（ＰＡＳ１）上には第１データライン（ＤＬ１）の
両側にメインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）と補助ルーティング配線（ＴＷ１１ｂ）が
、第２データライン（ＤＬ２）の両側に補助ルーティング配線（ＴＷ１１ｃ、ＴＷ１１ｄ
）が、そして第３データライン（ＤＬ３）の両側に補助ルーティング配線（ＴＷ１１ｅ、
ＴＷ１１ｆ）がそれぞれデータライン（ＤＬ１～ＤＬ３）と並行するように形成される。
一つのピクセル電極に対応して配置された補助ルーティング配線（ＴＷ１１ｂ、ＴＷ１１
ｃ、ＴＷ１１ｄ、ＴＷ１１ｅ、ＴＷ１１ｆ）は、すべてメインルーティング配線（ＴＷ１
１ａ）に接続される。また、データライン（ＤＬ１～ＤＬ３）の両側に配置されるメイン
ルーティング配線（ＴＷ１１ａ）並びに補助ルーティング配線（ＴＷ１１ｂ）及び補助ル
ーティング配線の対（ＴＷ１１ｃ、ＴＷ１１ｄ；ＴＷ１１ｅ、ＴＷ１１ｆ）は、開口率を
低下させないように、カラーフィルタアレイ基板（ＳＵＢ２）に形成されたブラックマト
リックス（ＢＭ）と重なるように形成される。
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【００８８】
　メインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）と補助ルーティング配線（ＴＷ１１ｂ、ＴＷ１
１ｃ、ＴＷ１１ｄ、ＴＷ１１ｅ、ＴＷ１１ｆ）が形成された第１パッシベーション膜（Ｐ
ＡＳ１）上にはメインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）と補助ルーティング配線（ＴＷ１
１ｂ、ＴＷ１１ｃ、ＴＷ１１ｄ、ＴＷ１１ｅ、ＴＷ１１ｆ）を被覆するように第２パッシ
ベーション膜（ＰＡＳ２）が形成される。第２パッシベーション膜（ＰＡＳ２）は、メイ
ンのルーティング配線（ＴＷ１１ａ）の一部を露出させる少なくとも一つのコンタクトホ
ール（図示せず）が形成される。
【００８９】
　第２パッシベーション膜（ＰＡＳ２）上には共通電極兼用タッチ電極（Ｔｘ１１）が複
数のピクセル電極（Ｐ１１、Ｐ１２、Ｐ１３）と重なるように形成される。共通電極兼用
タッチ電極（Ｔｘ１１）は、ピクセル電極（Ｐ１１、Ｐ１２、Ｐ１３）との間に水平電界
が形成されることを容易にするための複数のスリット（ＳＬ）が形成されている。
【００９０】
　共通電極兼用タッチ電極（Ｔｘ１１）は、第２パッシベーション膜（ＰＡＳ２）に形成
されたコンタクトホールを介して露出されたメインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）に接
続される。
【００９１】
　前述した本発明の実施の形態に係るタッチセンサ一体型表示装置によれば、一つのタッ
チ電極（Ｔｘ１１）に対応して配置される１つのデータライン（たとえば、ＤＬ１）の両
側にメインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）と補助ルーティング配線（ＴＷ１１ｂ）が配
置され、他のデータライン（ＤＬ２、ＤＬ３）それぞれの両側に補助ルーティング配線の
対（ＴＷ１１ｃ、ＴＷ１１ｄ；ＴＷ１１ｅ、ＴＷ１１ｆ）が配置され、補助ルーティング
配線（ＴＷ１１ｂ、ＴＷ１１ｃ、ＴＷ１１ｄ；ＴＷ１１ｅ、ＴＷ１１ｆ）は、メインのル
ーティング配線（ＴＷ１１ａ）に接続され、メインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）はコ
ンタクトホールを介してタッチ電極（Ｔｘ１１）に接続される。
【００９２】
　しかし、メインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）、補助ルーティング配線（ＴＷ１１ｂ
、ＴＷ１１ｃ、ＴＷ１１ｄ； ＴＷ１１ｅ、ＴＷ１１ｆ）とタッチ電極（Ｔｘ１１）の接
続構造は、前述した関係に限定されるものではない。
【００９３】
　例えば、補助ルーティング配線（ＴＷ１１ｂ、ＴＷ１１ｃ、ＴＷ１１ｄ；ＴＷ１１ｅ、
ＴＷ１１ｆ）がメインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）に直接接続されず、他のコンタク
トホールを介してタッチ電極（Ｔｘ１１）に接続されるように構成することにより、タッ
チ電極（Ｔｘ１１）に接続されたメインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）に接続されるよ
うに構成することができる。
【００９４】
　これとは異なり、メインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）は、タッチ電極（Ｔｘ１１）
に接続され、補助ルーティング配線（ＴＷ１１ｂ）と補助ルーティング配線の対（ＴＷ１
１ｃ、ＴＷ１１ｄ；ＴＷ１１ｅ、ＴＷ１１ｆ）は、タッチ電極（Ｔｘ１１）に接続される
ように構成することもできる。
【００９５】
　また、メインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）は、タッチ電極（Ｔｘ１１）に接続され
、補助ルーティング配線（ＴＷ１１ｂ）と補助ルーティング配線の対（ＴＷ１１ｃ、ＴＷ
１１ｄ；ＴＷ１１ｅ、ＴＷ１１ｆ）の少なくとも１つはタッチ電極（Ｔｘ１１）に接続さ
れ、残りはメインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）に接続されるように構成することもで
きる。
【００９６】
　また、補助ルーティング配線（ＴＷ１１ｂ）と補助ルーティング配線の対（ＴＷ１１ｃ
、ＴＷ１１ｄ；ＴＷ１１ｅ、ＴＷ１１ｆ）は、タッチ電極（Ｔｘ１１）に直接接続され、
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メインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）は補助ルーティング配線（ＴＷ１１ｂ）と補助ル
ーティング配線の対（ＴＷ１１ｃ、ＴＷ１１ｄ； ＴＷ１１ｅ、ＴＷ１１ｆ）の少なくと
も一つに接続されるように構成することもできる。
【００９７】
　したがって、本発明の実施の形態に直接記載されていないが、メインルーティング配線
（ＴＷ１１ａ）と補助ルーティング配線（ＴＷ１１ｂ、ＴＷ１１ｃ、ＴＷ１１ｄ；ＴＷ１
１ｅ、ＴＷ１１ｆ）及びタッチ電極（Ｔｘ１１）がすべて接続される構成は、本発明の実
施の形態に含まれるものと解釈されるべきである。
【００９８】
　次に、図１０を参照して、本発明の他の実施の形態に係るタッチセンサ一体型表示装置
について説明する。図１０は、本発明の他の実施の形態に係るタッチセンサ一体型表示装
置の平面図である。
【００９９】
　図１０の実施の形態は、メインルーティング配線（ＴＷ１１ａ）と補助ルーティング配
線（ＴＷ１１ｂ）を接続する接続配線（ＣＷ１）と、補助ルーティング配線の対（ＴＷ１
１ｃ、ＴＷ１１ｄ；ＴＷ１１ｅ、ＴＷ１１ｆ）とを互いに接続する接続配線（ＣＷ２、Ｃ
Ｗ３）がジグザグまたはメッシュタイプに接続する点を除外しては、図８の実施の形態と
同様である。したがって、図８の実施の形態と重複する部分については、説明の複雑化を
避けるために省略する。図１０の実施の形態に係るタッチセンサ一体型表示装置によれば
、接続配線がジグザグまたはメッシュ状に形成されるため、抵抗を図８の実施の形態に係
るタッチセンサ一体型表示装置と比較して抵抗を更に減少させることができるという利点
がある。
【０１００】
　本発明の実施形態に係るタッチセンサ一体型表示装置によれば、データラインの両側に
メインルーティング配線と補助ルーティング配線の対または補助ルーティング配線同士の
対が配置されるので、メインルーティング配線及び補助ルーティング配線がデータライン
と積層構造ではなく水平構造を有するようになる。したがって、ルーティング配線がデー
タラインと積層構造で配置される従来のタッチセンサ一体型表示装置において、メイン補
助ルーティング配線及び補助ルーティング配線とデータラインとの間に形成される寄生容
量を大幅に減少することができるようになる。したがって、共通電圧に発生するリップル
現象を減少させることができるようになり、画質の低下を防止することができる効果を得
ることができる。
【０１０１】
　図１１は、本発明の実施の形態に係るタッチセンサ一体型表示装置と従来のタッチセン
サ一体型表示装置の共通電圧に発生するリップル現象を示したグラフである。図１１に示
すように、本発明の実施の形態に係るタッチセンサ一体型表示装置においては、リップル
現象が顕著に減少することを示している。
【０１０２】
　また、本発明の実施の形態に係るタッチセンサ一体型表示装置によれば、メインルーテ
ィング配線と補助ルーティング配線の対または補助ルーティング配線同士の対がデータラ
インの両側に配置されている。従来のタッチセンサ一体型表示装置においては、ルーティ
ング配線がデータラインを被覆する第１パッシベーション膜上に形成されるのに対し、本
発明の実施の形態に係るタッチセンサ一体型表示装置においては、メインルーティング配
線と補助ルーティング配線がデータラインと実質的に同一水平面に形成されるため、これ
らが形成される領域と他の領域との間の段差を大幅に減少させることができるようになる
。したがって、液晶の均一な分布と共に光漏れ現象を防止することができるという効果を
得ることができる。
【０１０３】
　以上説明した内容を介して当業者であれば、本発明の技術思想を逸脱しない範囲で様々
な変更及び修正が可能であることが分かる。たとえば、本発明の実施の形態で説明したタ
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ッチ電極の数は説明のための例示に過ぎず、本発明の権利範囲に影響を与えるためのもの
ではないことを理解しなければならない。また、本発明の実施の形態においては、データ
ラインの両側にメインルーティング配線と補助メインルーティング配線が形成されること
で説明されているが本発明がこれに限定されるものではなくデータラインの一側にだけル
ーティング配線が形成されることもある。したがって、本発明の技術的範囲は、発明の詳
細な説明に記載された内容に限定されるものではなく、特許請求の範囲によって定められ
なければならない。
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本发明提供一种触摸传感器集成型显示装置，能够提高图像质量，防止液晶均匀分布和漏光现象。 多条栅极线和布置为彼此交错，
分别在由多条栅线和数据线的交叉点限定的区域布置的多个像素电极，分别是多条数据线像素，但在有源区域中的一些所述多个像
素电极中的所述布置成与单元电极重叠的多个公共电极/触摸电极，第一数据线和与对应于多个公共电极布置的像素电极的一部分相
关联的第二数据/在每条线的至少一侧，第一数据线和第二数据线并且布线布线布置成与触​​摸电极平行，其中布线布线连接到与公共
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